て、 そういう 火 野 葦平の 文章の のって いる 朝日の 同じ 

紙面の すぐ 側に、 来の 配給に 関する 困難 打開 会議の 記 

事 も 出て いた。 「帰還兵の 言葉」 の 筆者 は、 一 つ 紙面に 

そのよう に 並びあって あらわれた、 自分の 言葉の 内容 

とその 隣り の 記事の 内容と を、 この 現実の なかでの こ 

ととして、 どんな 感慨 を もって 見較べた ことであろう 

ゝ o 

力 

文芸の 成長の 真の モメント は、 案外こう いうと ころ 

での 自分の 姿に 人間ら しく 吐 胸 をつ かれる 敏感 さに 潜 

んで いるので あろうと 思う。 

あちらの 兵士た ち は、 これまで 日記 をつ けて いた も 



の は 破棄す るよう に 云われて いると いう 事 をき いた。 

それに は、 それだけの 必要が あるから のこと であろう _ 

火 野 葦平と して 自分の 書け たこと に、 作家と しての 葦 

平 は 又 感慨な くもない であろう。 その 感慨 を、 彼 は ど 

ん なに 身に ひき 添えて かみしめて いるか。 作家と して 

の 自分が 従来の 作品の 文学 性の 砦の 胸壁の ように そこ 

へ 胸 を もたせかけて 来て いた 人情と いう もの を その 現 

実の ありようの 多面の ままに どこまで さわ リ 以上の も 

のとして 発展 させて ゆく か。 云って みれば、 これまで 

の 自分に いかに 幻滅し 得る 勇気 を もってい るかと いう 

ことに、 文学の 徒と しての 基本 点が かかって いる。 



ゆたかな 社会性に 充 たされて いただろ うか。 武田麟 太 

郎の 作品が 社会性に おいて 一 歩 をす すめ 得て いたで あ 

) ) ^ o 

ろう 力 

婦人 作家が 社会性 を 欠いて いると して、 そういう 作 

品が 文壇に ある 評価 を まきおこした とすれば、 文学の 

問題と して は、 そのこと に 於て やはり 男の 作家の 今日 

の 文学 の 社会的な 実質 とも 直接 かかわつ ている こと だ 

と 思われる。 婦人 作家の そういう 存在で さえ も 何 か を 

文学に もたらし たように 思われた のなら ば、 その 意味 

では 男の 作家の 文学 も、 日本の 今日の 同じ 空の 下の 低 

さに おかれて いると いう わけではないだろう か。 文化 
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